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け
日
・
花
き
展

花
き
園
芸
連
合
会
で
は
、
十
一

月

十
一
日
か
ら
十
三
日
ま
で
中
央
公

民
舘
で
一
秋
の
花
き
展
示
会
表
聞

き
ま
す
。

出
品
は
菊
三
百
鉢
、
蘭
七
十
鉢
、

盆
栽
三
十
鉢
で
、
一
般
に
公
開
し

ま
す
の
で
、
多
数
参
観
く
だ
さ
い
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委
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〈昭和日年4月zz日第三郵便物認可〉

11 月のメモ

3日=市民音楽会 (4日まで中央公民舘〉
5日童話コングール県大会(中央公民舘)

ム基本選挙人名簿、大村湾海区漁業調整

委員会委員選挙人名簿縦覧C19日まで〉
12日=市内中学校駅伝競走大会
13日=小児マヒ予防接種

臼=大村市生花展(20日まで中央公民舘〉

(ー)

百
日
咳

日
月
日
日

長
崎
県
殉
国
慰
霊
一長
代
理
渋
江
助
役
の
開
式
の
辞
で

奉
賛
会
主
催
の
秋
の

一は
じ
ま
り
、
宗
教
連
盟
各
支
部
長

慰
霊
祭
は
十
月
二
十
一
に
よ
る
祭
り
事
が
行
な
わ
れ
十
一あ

日
午
前
十
時
四
十
五

一と
、
祭
主
事
賛
会
長
佐
藤
長
崎
県

分
か
ら
市
内
三
城
長
一知
事
に
つ
つ
い
て
来
賓
の
慰
霊
の

崎
県
忠
霊
塔
で
、
県
一
詞
、
遺
族
お
よ
び
関
係
者
の
焼
香
一
長
崎
電
波
雑
音
防
止
対
策
協
議

内
か
ら
、
関
係
者
、

一が
行
ほ
わ
れ
ま
し
た
の
と
の
あ
と
一
会
大
村
支
部
(
事
務
局
九
電
大
村

護
約
二
刀
人
が
参
王
催
者
あ
い
さ
つ
、
遺
族
代
表
井
一
営
業
所
)
で
は
抗
出
湾
住
宅
皆
様

列
し
て
、
し
め
や
か
一
沢
大
村
市
遺
族
会
長
の
謝
辞
、
祭
一
の
ζ
協
力
を
得
て
、
当
地
区
を
モ

な
う
ち
に
も
盛
大
に
一

典

霊

長
の
閉
式
の
辞
が
あ
っ
て
一
デ
ル
地
区
に
彦
、
十
月
十
八
日

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
支
を
と
じ
ま
し
た
。
下
ら
三
日
間
雑
音
↑
掃
運
動
を
実

式
は
大
村
部
隊
音
一
式
の
あ
と、

剣
道
、
銃
剣
道
の
一
施
し
ま
し
た
。

楽
隊
の
君
が
代
吹
奏
一奉
納
誌
合
な
ど
も
離
さ
れ
ま
し
た
一

訪
問
戸
数
白
三
十
七
戸
の
ろ
ち
雑

が
あ
っ
て
、
祭
典
委
員
畏
大

村

市

一

(

橋

和
事
務
所
)
一
音
防
止
跡
取
付
は
九
↓
個
で
好
成

一
績
が
牧
め
ま
し
た
。

三一

-tuU3
9
3
4
3
1
4
3
0
H

一
な
お
残
り
の
世
意
表
訪
問

い

も

の

僻

糊

主

き

ま

る

一れ
十
九
守
な
い
地
区
に
す
る
予

来

年

は

農

林

二

号

の

栽

培

を

一

三

他
の
拙
区
で
や
雑
音
で
お

一因
り
の
か
た
同
九
筒
大
村
世
業
一W

長
崎
県
甘
蕗
対
策
協
議
会
で
本
一
七
年
産
か
ら
澱
粉
原
料
用
は
農
林
一
へ
ど
連
絡
く
だ
さ
いv
。

備
、
時
期
等
の
計
画
を
変
更
す
る
一
計
が
五
千
平
方
訂
以
上
で
あ
一
す
。

一年
度
産
甘
譜
の
等
級
別
価
格
差
が
一
二
号
以
外
は
買
村
付
を
や
め
る
と
一

r
雑
音
防
止
対
策
協
議
会
大
村
支

よ

う

に

大

臣

勧

告

か

行

な

わ

れ

る

一

る

も

の

一

届

出

期
限
:
:
・・工
場
建
設
工
事
開

一つ

ぎ

の

よ

う

に

決

ま

り

ま

し

た

。

一

の

意

見

が

出

さ

れ

て

い

ま

す

の

で

一

ぎ

乙
と
が
あ
り
ま
す
。

一①

繊

維

製

綱

制

製

造

業

一

始

の

九

十

目

前

ま

で

一

等

級

制

一
澱
粉
原
料
用
の
も
の
は
麗
林
ご
号
一

一

一

一

一

一

災

害

義

援

金

品

を
寄

託

届
出
先
:
:
:
福
岡
通
問
産
業
局
一
②
列
衣
(
和
式
の
も
の
ぞ
除
く
)
一
詳
し
い
乙
と
は
企
画
室
へ
間
合
わ

一等

級

品

種

一

巻

栽

培

さ

れ

る

よ

う

、

種

い

も

の

一

工
場
立
地
の
調
査
な
ど
に
関
す
る
一
届
出
を
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
乙

一届
出
を
要
す
る
工
場
の
規
模

一
製
造
業

一
せ
て
く
だ
さ
い
(企
画
室
)

一特
等
農
林
二
号
、
元
気
一
確
保
を
し
て
お
く
と
と
が
必
要
で

一
第
二
室
戸
台
風
な
ら
び
に
鹿
児

法
律
の
一
撃
を
よ
っ
て
、
昭
一
定
す
ま
し
た
。

玄

工
場
の
敷
地
が
九
千
卒
万
五
③
木
製
の
費
と
く
は
造
作
主

'
a
:
l
i
l
-
-
----e'
o''1
・000
:'
a
・・1
・
一
一
等

農

林

一

号

一

す

。

雇

業

改
良
普
及
前
二
島
火
災
に
対
し
つ
ぎ
の
か
た
が
被

和
三
十
六
年
八
月
二
十
五
日
か
ら
一
届
出
の
あ
っ
た
工
場
設
置
に
つ
い
一

以

上

あ

る

も

の

一

た

は

合

板

の

製

泊

業

一

一
ニ
等

護

国

一

i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
l
i
-
-

一

一

一

一

人
は
右
、
車
は
左

一

一

均

的

問

l
u
u起
す
円
四
一
い
じ
わ
け
日
訪
日
目
白
山
一ム
伝
説
関

d
m打
開
す
れ
れ
れ
れ
れ
刊
の
め
っ
き
一

交
通
規
則
を

一
三
等
刊
誌
ド
ベ
ニ
セ
一
パ
ス
路
線
を
変
更

う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
互
に
対
し
設
置
票
、
規
模
、
設
一
撃
を
)
の
建
築
面
積

ω合
一
⑤
ス
ポ
ー
ツ
用
具
製
造
業
な
ど
で

一

守

り

ま

し

ょ

う

一

価

格

差

(

四

五

J
当
り
)
一

池

田

諏

訪

線

を

運

行
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一特
等
{一

等

(
十
有
円
)
一
等

t
一

一
二
等

(
二
十
円
)
コ
千
三
等
一
市
内
パ
ス
甑
訪
線
は
道
路
工
事
下
出
品
さ
れ
、
優
秀
な
成
棋
を
お

一
(
一
ニ
十
円
)
一
の
た
め
並
松
線
を
ま
わ
っ
て
お
り

一さ
め
ら
れ
ま
し
た
。

一

な
お
、
同
協
議
会
で
昭
和
三
十
一
ま
し
た
が
、
と
の
た
び
翻
訪
線
の
一
ま
た
、

団
体
で
も
第
一
位
議
得

一

i
t
1
t
y
t
-
-
s

一
一
部
が
舗
装
で
き
ま
し
た
の
で
十
一
さ
れ
ま
し
た
。

一

一

一

月
一
日
か
ら
左
の
と
お
り
運
行
一

一
足
}
本
紙
前
号
で
お
知
一

一
ム
優
等
吉
村
利
雄
(
今
宮
郷
)

一
発

)

ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
↓
す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。

一尾
崎
国
市
(
小
路
口
郷
)

一

〉

一

乾

馬

場

↓

西

大

村

小
学
校
前
↓

一

一
古

、

に

、
美
術
関
係
の
回
一

一

一
会

)

}

一
橋
沢
タ
バ
コ
居
前
三
叉
路
か
全
江
一
ム
一
等
山
浦
み
つ
(
池
田
)
平

一
翌

年
新
し
く
美
亀
一

へ
最

悪

住

宅

望

号

↓

諏

一野
政
武
(
原
口
郷
)
久
保
川
万
里

一
一
術
}
を
結
成
す
る
乙
と一

q

l

一

一
美

)
に
な
り
十
一
月
十
一
一
訂
八
区
南
の
道
路
か
ら
池
田
に
向
一
(
西
小
路
」

一

一

い
ま
す
。

一

一日
午
後
二
時
か
ら
大
村
信
用
金
庫
一

一ム
二
等
消
原
テ
ル
(
上
小
路
)

一

一

(

商

工
水
産
課
)
一

一'二
階
会
議
室
(
前
号
で
は
中
央
公
一

一回
崎
武
夫
(
日
泊
郷
)
回
申
雅
弘

一民
舘
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
変
一
県
標
準
鶏
共
進

会

一
(
荒
卒
)
藤
戸
三
郎

(
茸
浜
町
)

一
更
)
で
発
会
式
沿
行
な
い
ま
す
の
一
で
団

体

一

立

こ

一

小

玉
久
子

(立
小
路
)
田
思

一で、

多
数
お
集
り
く
だ
さ
い
。

一

f
l

一

宙

返

一
(関
係
部
門
は
洋
画
、
日
本
画
、
一
さ
る
十
月
三
、
四
日
長
崎
県
総

一

一

一

一ム
三
等
卒
野
政
武
(
原
口
)
井

一南
画
、
写
真
、
書
道
、
彫
塑
工
芸一
合
麗
林
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
一

一

一

一川
倉
市
(
玖
島
郷
)
(
農
林
課
)

一商
業
美
術
、
版
画
部
)

一し
た
、
第
四
副
長
崎
県
標
酔
鶏
共

一

(
申
央
公
民
舘
)

一進
会
に
大
村
市
か
ら
つ
ぎ
の
か
た

工
業
高
校
を
大
村
市
に
建
設

来

年

四

月

か

ら

開

校

の
で
す
。

一
計
十
八
学
級
で
発
足
す
る
こ
と
に

同
授
は
昭
和
三
十
六
年
度
か
ら
一
な
り
、
昭
和
三
十
六
年
度
で
は
一

四
カ
年
計
画
で
建
設
さ
れ
る
も
の
一
般
蜘
設
千
八
宵
卒
方

M
実
習
建

で、

電
気
科
、
機
械
科
、
化
学
工
一
物
六
百
余
卒
万

M
を
鉄
筋
お
よ

業
科
の
さ
科
で
、
敷
地
は
市
内
森
一
び
鉄
骨
十
建
て
る
乙
と
に
な
っ
て

閑
郷
大
村
収
容
所
前
の
市
有
地
三
一
い
ま
す
。

万
L
-
千
平
方
討
を
予
定
し
て
い
一

着
工
は
十
月
で
来
年
三
月
に
完

ま
す
。

一成
、
四
寸
か
ら
開
校
レ
ま
す
。

三

全
体
計
画
は
各
科
三
組
ず
つ
合
一
十
七
年
四
月
の
入
学
予
定
人
員
は

計
二
十
七
学
級
(
総
工
費
二
億
五

二

組
凶
十
五
人
で
す
。

千
二
百
万
円
)

と

な

っ

て

い

ま

す

一

(

教

育

委

員

会

)

が
さ
し
あ
た
り
、
各
科
ニ
組
ず
つ

しめやかに秋の慰霊祭

た
雑
音
防
止

成
果
を
あ
げ
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工
場
の
新
設
、
増
設
、
用
途
変
更
な

ど
は
工
場
立
地
の
届
出
が
必
要

大
上
戸
川
、

内
田
J 11 
護
岸

県
立
工
業
高
等
学
校
が
大
村
市

に
題
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
と
れ
は
県
が
昭
和
三
十
六
年

度
に
県
内
に
工
業
高
校
二
校
を
建

て
る
乙
と
に
な
り
、
そ
の
一
一
般
か

大
村
市
に
決一止
さ
れ
た
も
の
で
す

市
で
は
昭
和
三
十
五
年
か
ら
工
業

高
校
を
誘
致
す
る
こ
と
を
決
め、

市
議
告
で
も
非
常
な
熱
意
を
も
っ

て
そ
の
実
現
ド
努
力
し
、
ま
た
市

の
迫
合
J
r・-
A
を
仏
じ

ω市
民

全
体
が
強
刀
じ
推
進
し
て
き
た
も

大
上
戸
川
は
昭
和
日
年

1
月
日
日
水
害
で
堤

防
の
決
壊
、
橋
の
流
失
な
ど
で
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
両
河
川
と
も
川
幅
が
拡
張
さ

れ
、
護
岸
は
桝
形
コ
シ
ク
リ

l
卜
で
回
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
橋
梁
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
、
木
橋

な
ど
で
立
派
に
で
き
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

〔
写
真
上

H
大
上
一戸
川

の
護
岸
と
山
田

二
号
橋
、
下
U
内
田
川
の

護

岸

(
前
方

は
い
せ
き
、
先
方
は
田

の
平
橋
)
〕

ジ
フ
テ
り
ア
の
第
二
回
目
予
防
接
種
の
日
程
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
ム

ω月
初
日
位
胤
公
民
館
ム
M
月
別
日

鈴
出
出
張
所
ム
日
月
1
日

三
浦
診
痕
所
ム
日
月
M
日
東
大
村
小
学
校
ム
時
聞
は
い
す
れ
も
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
。
(
保
険
衛
生
意

同
央
公
民
舘
ム
日
月
6
日

市
保
険
補
正
課
ム
U
月
2
日

① 

池
田
敬
老
院
ム
日
月
7
日

品開銅
山
強
所
ム
日
月
間
日

市
立
病
院
ム
刊
月
0
0

日

竹
山
刊
出
強
所
ム
川
月
9
日

災
者
の
皆
様
ドド六
義
援
金
品
を
福

組
事
務
所
へ
腎
託
ヌ
れ
た
の
で
日

赤
浄
通
じ
各
被
現
地
へ
お
贈
り
し

空
し
た。

ム
ホ
1
イ
ス
カ
{
リ
ト
大
村
第
三
回

金
六
五
二
九
円

ム
郡
同
庁
学
校
生
徒
会
一
同

金

六

0
0
0円

ム
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
崎
第

一
回

金
一
九
一
一
一
三
円

ム
大
判
申
学
校
生
徒
会
一
同

金

戸

五
一
一
六
円

ム
大
村
婦
人
会
一
同

金
八
二
八
C
円

ム
一一一浦
小
学
校
生
徒
一
同

金
丸
七
二
円

シ
ャ
ツ
、
船
館
、
ノ
ー
ト

(福
組
事
務
所
)

λ，
/
大
村
調
停
協
会
、

日
句

、
~
長
臨
地
方
家
庭
裁
判

+
小

一
前
大
村
支
部
で
は
十

律

一
月
十
↑
日
大
村
商
工

ヰ
弘

、」
会
議
所
介
、松
原
公
E

一口

)
舘
で
法
律
相
殺
所
を

4
リ

ヘ

開
設
し
ま
し
た
。

ト
一
乙
の
日
は
民
事
関
係

カ

λ
2か
市
税
、
国
民

4
3
¥
年
金、

国
民
健
康
保

険
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
相
談

に
応
じ
ま
し
た
。
と
の
日
は
約
三

十
件
の
悩
み
や
相
談
事
が
持
ち
込

ま
れ
、

応
待
の
関
係
者
同
多
仕
を

極
め
ま
し
た
。
(
庶
務
課
)

柔

道

審

査

ム
十
一
月
三
R
午
後
一

時
三
十

品
り
か
ら
大
村
中
ザ
校
道
場

A

心
段
は
一
三
段
ま
で
、
申
込
み
は

大
村
ヌ
ポ
l
り
杜
ま
た
は
当
日

審
査
掛
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い

(大
村
柔
道
協
会
)

【
訂
正
】
本
紙
前
号
で
国
民

金
融
公
庫
第
二

E
年
末
融
資
の
記

事
中
、
貸
付
額
が
司
個
人
十
万
円

法
人
二
十
万
円
」
ま
で
と
あ
る
の

は
「
個
人
百
万
円
、
法
人
二
百
万

円
」
の
誤
り
で
し
施
か
岳
山
正
し

ま
す
。

福
重
出
掛
所



U
月
5
日
か
ら
9
R
ま
で
基
本
遅
挙
人
名
簿
と
大
村
湾
海
区
漁
調
委
選
挙
人
名
簿
を
選
挙
管
理
委
員
会
で
縦
覧
し
ま
す
。

(二)

農
村
の
病
気
に
は
寄
生
虫
が
原

因
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と
い

わ
れ
交
す
。
た
と
え
ば
十
二
指

腸
虫
栓
駆
虫
し
た
ら
、

胃
の
具

合
が
非
常
に
よ
く
な
っ
た
。
疲

れ
な
く
な
っ
た
。
顔
色
が
よ
く

な
っ
た
。
よ
く
ね
む
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

:
:
:
な
ど
は
よ
〈

い
わ
れ
る
と
と
で
す
。
一
見
健

康
に
見
え
る
人
で
も
寄
生
虫
の

い
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
寄
生

虫
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ
な
種

類
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
人
に

ま
ん
延
し
て
い
る
一
般
的
な
虫

は
十
二
指
腸
虫
と
鯛
虫
で
す
。

か
み
つ
い
て
血
冶
吸
っ
て
い
る

の
で
貧
血
が
お
と
り
ま
す
。

ま
た
、
虫
の
だ
す
毒
物
に
よ
り

血
を
造
る
嬬
管
に
障
害
を
与
え

ま
す
。
そ
の
た
め
、

息
切
れ
、

ど
う
き
、
頭
痛
、
め
ま
い
、

屑

乙
り
、
体
が
だ
る
い
な
ど
の
症

病
害
が
お
と
り
、
異
味
症
と
い

っ
て
チ
ョ
ー
ク
や
、
ス
ミ
な
ど

を
た
ベ
る
人
も
い
ま
す
。
ま
た

畑
虫
は
動
き
ま
わ
る
位
質
が
あ

り
ま
す
の
で
、
も
う
ち
ょ
ろ
炎

等
の
原
因
と
な
る
と
と
も
あ
り

ま
す
。

と
が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
の
で

そ
の
予
防
対
策
と
し
て
つ
ぎ
の

と
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
方
法

①
野
菜
は
よ
く
洗
う
と
と
。

こ

と
に
葉
諜
類
は
一
枚
一

枚
て
い

生
野
菜
は
よ
く
洗
う

有
功
町
務
連
絡
委
員

優
良
納
税
組
合

(カ
ッ
コ
内
は
代
表
者
)

五
年
蓮
続
儲
貰
組
合

(福
重
〕

立
福
寺
(
大
叉
幸
こ

弥
勧
寺
(
石
川
福
次
郎
)

初
年
度
優
良
組
合

-. . . . . . . 

剤
舟
使
v

つ
の
も
よ
い
十
月
法
で
す

②
改
良
便
所
、
野
組
に
よ
り
人

糞
を
じ
ゅ
弓
ぶ
人
閥
的
問
芦
せ
ま

す
。
ま
た
人
糞
は
琳
肥
に
言
ぜ

て
刺
虫
卵
を
死
滅
さ
せ
て
か
ら

肥
料
と
し
て
用
い
ま
す
。

③
畑
か
ph

帰
っ
た
ど
き
は
、
必

ず
手
を
石
鹸
で
よ
ぐ
洗
い
ま
す

乙
と
に
炊
事
・す
る
人
は
と
の
点

に
注
意
し
、
立
た
子
供
は
土
い

じ
り
が
好
き
で
す
か
ら
、
土
か

ら
の
感
染
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り

企庁す。

常
に
爪
が
短
か
ぐ
切
っ

て
お
く
と
と
も
忘
れ
て
は
い
り

. . . . -. . 
' . 
ー回
目. . 
同
両
副. . . . . . . . . . 
ーーーー. 
ー. 
嶋. . . . . . . . . . . . . 
圃-E -ー. ・.

ま
せ
ん
。

①
士
ぼ
乙
り
が
吹
き
乙
ん
だ
日

付、

と
く
に
掃
除
を
T
寧
に
し

ま
す
。
衣
服
に
つ
い
た
、

畑
土

チ
リ
、
ゴ
ミ
治
部
屋
の
中
に
持

込
乏
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
と

と
が
必
要
で
す
。

⑦
十
二
指
腸
虫
の
仔
虫
は
皮
膚

か
ら
人
体
ヘ
侵
入
し
ま
す
の
で

ハ
ダ
シ
で
畑
に
入
っ
た
り
土
の

上
を
歩
か
な
い
乙
と
で
す。

以
上
の
よ
う
な
予
防
を
す
る
と

同
時
に
と
き
ど
き
検
便
を
す
る

乙
と
が
必
要
で
、
で
き
れ
ば
秋

と
春
の
二
回
行
な
い
ま
す
。

冬
に
な
る
と
虫
卵
の
感
染
の
機

会
が
比
較
的
少
な
い
の
で
秋
の

駆
虫
は
効
果
的
で
す。

そ
れ
に

冬
の

閑
期
を
利
用
し
て
部
落

ぐ
る
み
で
集
団
検
便
す
る
の
も

全
地
区
町
務
連
絡
委
員
会
開
か
る

有
功
町
務
連
絡
委
員

優

良

納

税

組

合

十
一

状
が
お
乙
り
ま
す
。

姻

虫

阪
隠

れ

(才299号)

十
二
指
腸
虫

よ

鋭
い
牙
で
人
間
の
小
腸
に
か
み

つ
い
て
い
る
の
で
別
名
、

鈎
虫

と
も
い
い
、
五

t
十
ミ
リ
く
ら

い
の
小
さ
な
由
で
す
が
、

腸
に

さ
十
i
二
十
セ
ン
チ
。
腹
痛

下
痢
便
秘
、
食
欲
不
振
、
む
ね

や
り
、
子
供
で
は
発
熱
、
め
ま

い
、
失
神
、
け
い
れ
ん
な
ど
の

. . 
' -. . . 
. 両
国

ーーーー勘
向

田. . 
' . . . . . . . 
嶋
田-
E -ーーー' . . . 
司. . . . ・. . -m -自
由

ーー
ーー・. . . 
・ー. . . . . . -
m -国
ーーの

表
彰
も

恒
例
の
全
地
区

町

務

連

絡

委

員

【

一

ニ
浦
】
山
境
(
清
水
増
雄
)

一
会
は
十
月
二
十
四
日
午
後
一
時
か
B

-

【
鈴
田
】
小
川
内
(
朝
長
国
雄
)

一

一

(

カ
ッ
コ
内
は
町
内
名
)
一

一
ら
中
央
公
民
館
で
行
な
わ
れ
ま
し

一

一

【

大

村

】
後
木
場
上
(
申
村
勝
範
)

一た
が
、
同
時
に
末
端
行
政
じ
協
力
一
【
永
吉
永
石
善
太
郎
(
本
小
一
徳
泉
川
内
(
松
尾
好
之

一
)
赤
佐

一

一

路

)

蒲

池

清
(
上
小
路
)
蒲
地
範
一

一さ

れ

た

町

務

連

絡

蚤

員

(

永

年

勤

一

一

古

(
佐
藤
忠
則
)
八
幡
町
(
徳
富

一

一

隆

(

片

町

第

一

)

徳

富

美
津
次
一

一続
十
四
名
、
三
十
六
年
度
優
良
二
一

一

美

津

次

)

若

葉

(

中

尾

千

代

見

)

一

一

(

東

本

町

)

久

田

松

四
郎
衛

(柴一

一名
)十
六
名
、
優
良
納
税
組
合一
五一

一
モ
デ
ル
シ
ョ
ッ
プ
〈
徳
田
正
男
)
市

一

一

回

)

道

崎

常

一

(

新

城

)

富

永

勇

一

関

一

年

連

続

優

良

納

税

容

二

、

三

十

一

一

祭

器

(

林

田

奪

回

立

大

村

一

【

松

原

信

松

本

言

語

)

一

一

(

杭

出

津

四
区
)
森
秀
男
(

辻

田

)

一

七

E

L

一

一
五
年
度
優
良
納
税
組
合
三
一
三
ニ
一
相
田
儀
作
(
松
山
)
草
野
惣
次
郎
一
病
院
職
組
(
ゴ
村
八
良
)
本
の
町
一
今
山
(
長
岡
亀
雄
)
北
木
場
(
桜

一
十
三
組
合
の
表
彰
式
も
行
な
わ
れ

一

一

(

垣

一

部

年

男

)
日
向
卒
、

A
姓，
A
一

回

好

馬

)

(

市

民

課

)

一

一

(諏
訪
八
区
)
岸
川
喜

代

一

(

松

一

一

L
ま
し
た
。

一

一

路

(村
山
武
寿
)
【
西
大
村
】
箕
一

り
-

一

並

第

一

)

永

友

勝

国

(

杭

出

津

三

一

一

日
間
一
会
は
表
彰
式
の
あ
と
大
村
市
長
一

一島

(
山
口
藤
恵

新
城
(
中
島
要
一

敬

老

院

で

1
魁
か
ま
の
現
況
に
つ
い
て
説
明

一

四

百

四

一

籍

出

作

)

辻
田
婦
人
会
(
山
口
ア
ヤ
子
)

一

初

の

運

動

会

月

削

一

が

あ

っ

た

あ

と

、

各

地

区

町

総

代

一

一

水

田

年

霊

山

)

池

田

(

原

口

寅
一

ー
盟
会
か
ら
と
り
き
め
て
提
出
さ
れ

一
藤
重
一則
(
今
村
)
堀
内
菊
雄
百
泊
)
一
太
郎
)
坂
口
(
国
間
ス
ミ
ノ
)
古
賀
一

市
立
敬
老
院
で
は
老
人
た
ち
の

自

に

一

て

い

た

質

問

重

十

六

件

に

つ

い

一

島

(
田
雲
)
杭
出
津
(
一
ニ
恨
光
一
慰
安
の
志
十
月
十
九
日
午
前
十

日

間
一
て
、
そ
れ
ぞ
れ

、

市

長

、

関

義

一

雄

)

【

議

】
南
川
内
(
福
田
清
)
一
時
か
ら
同

信

号

運

動

会
を
行

和

出

長

か

ら

説

明

が

行

な

わ

れ

ま

し

た

一

原

(

原

高

二

中

岳

(

岩

本

正
利
)
一
な
い
ま
し
た
。

昭

怖

一

被

表

笠

宮

は

つ

ぎ

の

と

お

り

で

【

竹

松

】

草

摘

(

岩

本

勝

美
)
鬼
一
と
の
催
し
は
敬
老
院
で
は
は
じ

和

一

す

。

(

敬

称

略

)

橋

(
辻
鶴
吉

【
絹
重
】

今
富
一
め
て
の
も
の
で
、
一
芋
一
名
の
老

舗

一

(

武
出
初
次
郎
)
野
田
(
平
野
和
一
人
十
一ち
は
、
鯛
釣
競
走
、
た
ば
乙

市
)
草
場
(
山
口
重
雄
)
の
火
付
、
バ
ン
く
しト
競
走
な
ど
L

大村市政だ(毎月1日.10日.20日発行〉

昔
の
健
脚
に
も
の
い
わ
せ
て
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。
最
後
は
仮
装
行
列

を
行
な
い
相
出
向
甚
句
た
ど
も
飛
び

出
し
、
た
の
し
い
一
円
を
す
ご
し

ま
し
た
。

F

福
祉
事
務
所
)

忌
明
に
寄
付

市
内
琴
浜
町
二
三
番
地
、
家
田

ハ
ル
エ
さ
ん
は
亡
夫
音
四
郎
さ
ん

の
忌
明
に
社
会
福
祉
事
業
の
一
端

に
と
金

一
封
券
寄
付
さ
れ
ま
し
た

F

福
利
事
務
所
)

…・ なかなか火がつかない-

たばこの火つけ競走

ド

す

】

市
教
育
委
員
会
で

ト

2
は
新
生
活
運
動
お
よ

松

話

A

び
森
林
資
源
保
護
の

門
世
A

一
環
と
し
て
、
毎
年

用

お

L

代
を
】
代
用
門
松
カ
l
ド
を

お
世
話
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
お
世
話
し
ま
す
の
で
、

ど
希
望
の
か
た
は
、
町
内
、
職
場

婦
人
会
な
ど
で
取
ま
と
め
の
う
え

十
一
月
十
日
ま
で
市
教
委
社
会
教

育
課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

価
格
は
一
枚
二
円
で
す
。市
市
教
委
)

よ
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す。

検
便
を
す
る
の
が
め
ん
ど
う
だ

か
ら
と
、
検
査
を
し
な
い
で
虫

下
し
ば
か
り
の
ん
で
も
、
十
二

指
腸
虫
が
い
た
ら
効
果
が
あ
り

ま
せ
ん
し
、

虫
の
い
な
い
人
仁
一

薬
を
の
ま
せ
て
も
む
だ
に
な
る
一

だ
け
で
す
。
や
は
り
確
実
な
駆
一
被

保

険

者

証

番

号

氏

名

住

所

虫
を
行
な
う
た
め
に
は
震
は
一
一

o、
二
五
一
中
山
守
大
村
市
述
臓
寺

ど
う
し
て
も
必
要
で
す
。
一
六
一

、
四
四
二

猪
股
信
岡
大
村
市
上
小
宮

(
保
険
衛
生
課
)

夕刊
ヌの芸b
:if-伴-
6 0 ，Lj 
JI J.:J E:'l 
:::'() 9 
1:-1 n J;lli 
市dイ也
出iJポ庄l

主
義
亨旬

曳

J未
蔚
卒

「子
山す
小
書
札

43.8 

ムマ
ゥ
ーの
平
均

山
向
瓜
つh
r
J

与
扶

14.9 

百九

F33 
治
時

手23
昧
告主 % 

0.4-半 10

4，1 

布
内
司平
均

早
占
化
不
阜
段

、
山
向
内
小
学
扶

19 

見

4 

% 
3 

% 
2 

も

回
目

ーーー-a . 
ー. . . . . . . . . 
働. 
' ー
ーーーーー・.・. . . . 

被
保
険
者
一祉
の
無
効
お
知
ら
せ

ょ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

(諌
早
税
務
署
)

来
年
小
学
校
に
入

学
す
る
子
を
調
査

市
教
育
委
員
会
で
は
来
年
小

学
校
に
就
単
児
の
該
当
者
巻
調

査
し
て
い
ま
す
。
該
当
児
は
昭

和
三
十
年
四
月
二
日
か
ら
三
十

一
年
四
月
一
固
ま
で
の
出
牛
者

で
す
か
ら
、

該
当
の
子
ど
も
さ

ん
を
お
も
ち
の
か
た
は
、
十
一

月
二
十
五
日
ま
で
、
町
内
班
長

へ
申
出
て
ど
だ
さ
い
。

調
査
表
は
町
務
連
絡
委
員
を

通
じ
各
班
に
配
1

叩
い
た
し
ま
す

(
市
静
香
)

」
両
信
方

h
民
d

一，
L
-
ピ
リ
ト
仁

h
民
り

P
B

瓦
訴
前
取

d
J
右
と

H-叫岬
.. 

瓦
J
Q
7
回以

も

-
a
s
a
s
i訓
榔
悩

と
の
程
、

今
年
の
小
学
校
の
ね
い
に
洗
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん

検
便
の
結
果
を
ま
と
め
ま
し
た

生
物
や
漬
物
は
と
く
に
必
要
で

と
と
ろ
、
山
間
部
、
農
業
地
帯

ず。

洗
い
万
は
水
道
の
蛇
口
や

で
は
、
高
い
保
有
率
を
示
し
て

井
戸
の
ポ
ン
ヴ
等
か
ら
強
く
流

い
ま
す
。
乙
れ
は
人
糞
場
肥
料
れ
出
る
水
で
洗
い
流
す
乙
と
が

と
し
て
利
用
す
る
た
め
虫
卵
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
H
熱
湯

人
へ
運
ば
れ
る
態
系
多
い
乙

に
数
秒
間
つ
け
た
り
、
相
性
洗

松
く
い
虫
の
被
害
調
査

本
年
度
松
く
い
虫
駆
除
事
業
は

申
告
所
得
税
才
二
期
分
の

M
M
時
刻
日
わ
れれ
話

納

税

は

必

ず

月

末

の

期

限

内
に
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
事

業
に
先
立
ち
、
防
除
計
画
を
た
て

十
一

月
は
申
宣
附
得
税
第
二
期

て
参
り
ま
し
た
の
で
、

当
署
は
七
る
た
め
、
被
害
炉
実
離
を
は
握
す

分
の
納
税
の
月
で
す。

月
約
第
一
期
分
か
ら
全
国
で
は
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
で

期
限
に
お
く
れ
な
い
よ
う
早
目
に
め
て
の
試
み
と
し
て
、
期
限
内
の
被
害
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

納
税
し
て
く
だ
さ
い
。
臨
一
戸
納
税
督
励
を
全
廃
し
て
み
ま
な
お
、

広
大
な
林
地
の
調
査
で

本
月
は
諸
事
万
端
出
費
が
多
く
、

し

た

。

す

か

ら

調

査

も

れ

の

場

合

も

あ

り

い
さ
さ
か
気
の
重
い
月
で
あ
り
ま
乙
の
結
果
、
七
月
の
第
一
期
分
の
ま
ず
か
ら
、
被
害
木
の
所
有
者
は

し
よ
う
が
、
納
税
の
重
要
さ
を
再
納
税
は
皆
様
が
た
の
と
協
力
に
よ
つ
ぎ
の
事
項
を
寸

一
月
十
五
日
ま

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
十
一
月
末
リ
、
予
崩
以
上
に
前
年
を
上
ま
わ

の
納
期
限
ま
で
に
必
ず
も
よ
り
の
る
よ
い
成
績
を
蚊
め
る
こ
と
が
で

一

i
1
1
li
l
i
-
-
i

郵
便
局
ま
た
は
銀
行
で
白
話
さ
れ
き
ム
議
の
施
策
上
よ
い
指
針
と
な

二

農

事

メ

モ

一

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
り
ま
し
た
。

一

一{
I
Il
li
-
-
lj
J

従
来、

納
税
者
の
皆
様
の
中
に
は
第
二
期
分
の
納
付
審
は
十
一
月
上

一

【
水
稲
】

「
税
務
署
員
が
取
り
に
来
て
か
ら
」
旬
皆
様
の
お
手
許
に
届
き
ま
す
か

一一

水
稲
の
刈
取
り
は
ず
で
に
は

と
い
っ
た
考
え
を
持
っ
て
お
ら
前
回
お
く
れ
て
納
め
ら
れ
た
万
は

一

ー

一
じ
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は

れ
た
か
た
が
相
当
見
受
げ
ら
れ
た
今
回
か
ら
で
も
ぜ
ひ
期
限
内
完
納

一一
熟
期
が
早
い
の
で
お
そ
す
ぎ
な

の
で
す
が
、
最
近
で
は
「
税
金
は
を
続
り
て
い
た
だ
く
よ
う
と
協
力

一一
い
よ
う
に
刈
っ
て
く
だ
さ
い
。

心
配
し
な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と
期
限
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一一
熟
期
の
お
そ
い
、

シ
モ
ツ
キ
で

に
納
め
る
用
意
を
し
て
い
る
」
と
ま
た
、
今
日
ま
で
完
納
を
つ
づ
け

一一
も
大
部
分
の
も
の
が
五
日
ど
ろ

い
っ
た
と
意
見
に
変
り
、
納
税
に
色
れ
て
い
る
か
た
は
ま
ず
十
年
継

一一
支
で
に
は
刈
れ
る
は
ず
で
す
。

対
す
る
と
理
解
が
一
段
と
深
ま
っ
続
完
納
を
田
原
に
つ
と
め
ら
れ
る

一

で
に
、
市
股
林
説
ま
た
は
も
よ
り

の
出
距
所
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い

ム
柿
筈
木
所
有
者
の
住
所
氏
名

ム
被
害
木
の
一仲
存
地

〈い被
害
木
の
十
品
数
及
び
胸
高
直
佳

(農
林
諜
)

墓
地
の
改
葬

つ
ぎ
の
と
お
り
墓
地
の
改
葬

が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
縁
故

者
の
か
六
は
申
出
て
く
だ
さ
い

ム
墓
地
岡
山
県
岡
山
市
七
日

市

一三
九
番

地

届
出
H
十
二

月
七
日
ま
で
岡
山
市
役
所
水
道

局
下
水
建
設
課

ム
基
地
福
岡
県
八
女
郡
広
川

町
大
字
久
泉
帥
減
届
出
日
十

一
月
三
十
日
烹
で
福
岡
県
八
女

郡
広
川
町
大
字
久
泉
五
九
七
の

一
馬
場
臨

ム
基
地
高
知
県
香
美
郡
土
佐

山
田
町
伏
原
山
三
六
五
六
の
一

番
地
届
出
い
十
二
月
三
十
日

ま
で
問
問
役
場

ム
墓
地
山
形
県
鶴
岡
市
新
町

字
新
町
六
八
番
地

届
出
H
十

一月
十
五
日
ま
で
同
墓
地
管
理

者

欄
源
寺

な
お
、
改
葬
先
な
ど
く
わ
し
い

と
と
は
保
険
衛
生
課
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
r
(
保
険
街
生
課
)

な
か
に
は
お
そ
刈
り
す
れ
ば
憎

政
す
る
と
い
ろ
考
え
方
も
あ
る

よ
う
で
す
が
、
お
そ
す
ぎ
な
い

よ
う
に
注
意
ん
た
い
も
の
で
す

【
み
か
ん
】

普
通
温
州
は
着
色
と
貯
蔵
中

の
腐
敗
防
止
を
か
ね
て
般
礎
前

一
J
一一週
間
ま
で
に
石
市
硫
黄

一

合
剤
の
八

O
t
一
O
O倍
被
を

一

散
布
し
ま
し
ょ
う
。

一

(
県
鰐
業
改
良
普
及
前

二


